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まちづくりの目標 評
価
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当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

介護予防の推進

６５歳からのプラチナ世代元気応援事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

介護保険法

高齢者のフレイル予防のために、瓦町ＦＬＡＧにおいて実施している貯筋運動教室について、より多くの方が参加で
きる環境を整えるため、地域の身近な場所でその開催をする団体に対し、開催に要する費用の一部を助成して支援す
る。

年度7

貯筋運動を普及するための教室の開設及び運営を行う団体等への支援

６５歳以上の高齢者

高齢者が自主的に介護予防に取り組むことができるようになる。また、自宅にいても孤立することなく、介
護予防に取り組むことができる。

R4 R5 R6 R7
R8

貯筋運動教室新規開設数 箇所 0 0 3 10 10

教室参加前後で、下肢筋力が改善した者の割
合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80 80 80
0 0 65.6

目標値には届かなかったものの、貯筋運動教室で立ち座りや歩
くといった日常の基本動作に必要な下半身の筋肉の運動を継続
的に行った結果、参加者の６割以上で下肢筋力が改善した。 82.0%

点29

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 80 80 80 80
0 0 65.6

0 0 80 80 80 80
0 0 65.6

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

11,135 9,539 9,328 11,701

3,651 2,012 1,608 3,981

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

５

５

３

１

令
和

6

令
和

7

貯筋運動を普及するための教室の開設及び運営を行う団体
等への支援

貯筋運動を普及するための教室の開設及び運営を行う団体
等への支援

貯金運動普及事業補助金　
　　　　　　１，２６０千円
その他　　　　　３４９千円

貯筋運動普及事業補助金　
　　　　　　３，８３０千円
その他　　　　　１５１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,608

1,608

0

0

0

0

0

0

0

0

3,981

3,981

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

検討の余地がある

Ａ 82 100
82 継続

　貯筋運動教室新規開設数が３箇所であったため、事業について広く情報発信し、認知度を向上させる必要がある。

　ホームページや広報高松による情報発信のみならず、介護予防に関心を持つ事業者に対して、事業を積極的に周知し、貯筋運動教室

新規開設数の増加を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

介護予防の推進

介護予防推進等事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

介護保険法

健康寿命の延伸を図るため、介護予防教室・講座を開催する。また、地域で健康づくりや介護予防の自主的な活動の
定着を図るため、介護予防ボランティア「元気を広げる人」などを養成し、介護予防の取組を広げる。

年度7

介護予防教室・講座の開催、「元気を広げる人」養成講座の開催等

一般介護予防事業対象者

身近な場所で介護予防教室・講座を開催することにより、高齢者が自主的に介護予防に取り組めるようにな
る。

R4 R5 R6 R7
R8

元気アップ教室参加者数 人 0 0 350 380 420

教室参加者のうち週に１回以上運動をしてい
る者の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 65 66 67
0 0 71.1

元気アップ教室に参加することにより、参加前と比較して継続
的に運動している者が増加し、目標を達成することができた。

109.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 65 66 67 68
0 0 71.1

0 0 65 66 67 68
0 0 71.1

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

43,173 36,722 34,392 38,048

16,979 17,904 34,392 38,048

26,194 18,818 0 0

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

介護予防教室・講座の開催、「元気を広げる人」養成講座
の開催等

介護予防教室・講座の開催、「元気を広げる人」養成講座
の開催等

介護予防把握事業費　
　　　６，２９５千円
介護予防普及啓発事業費
　　２３，３０１千円
地域介護予防活動支援事業費
　　　　　２６３千円
地域リハビリテーション活動
支援事業費　　０千円
一般介護予防事業評価事業費
　　　４，５３３千円

介護予防把握事業費　
　　　６，５２６千円
地域介護予防活動支援事業費
　　　　　４３３千円
介護予防普及啓発事業費
　　２５，８６４千円
地域リハビリテーション活動
支援事業費１７７千円
一般介護予防事業評価事業費
　　　５，０４８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

34,392

8,662

4,297

0

17,125

4,308

4,759

19,108

0

4,755

9,426

38,048

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

　成果指標の実績値が目標値を上回っており、介護予防の取組に効果を上げているが、引き続き、参加者の増加を図り、高齢者の健康

寿命の延伸を図る必要がある。

　介護予防教室・講座を開催し、介護予防の推進に取り組む。また、介護予防ボランティア「元気を広げる人」の養成・支援を継続し

て実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
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局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

高齢者居場所づくり事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

⑧5- 介護保険法、老人福祉法、社会福祉法

高齢者が生きがいを持って地域で元気に暮らせる環境を整備するため、高齢者が気軽に集い、介護予防や健康づくり
のほか、子どもたちを交えた世代間交流ができる居場所づくりを支援する。

年度7

高齢者の居場所に対する運営支援

おおむね６５歳以上の高齢者

高齢者が心身機能の衰えに伴い閉じこもりがちとなり、社会との接点をなくして孤立することなどを防ぐた
め、高齢者等が気軽に集える居場所の開設・運営を行う個人又は団体に助成金を交付することにより、高齢
者の介護予防と健康増進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

高齢者居場所数 箇所 0 0 185 220 230

主観的健康感の維持向上率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 92.6 92.7 92.8
0 0 92.3

医師・歯科医師、医療系大学等の学生、民間事業者などが居場
所に出向いて健康教育を実施した結果、ほぼ目標を達成するこ
とができた。 99.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 92.6 92.7 92.8 92.9
0 0 92.3

0 0 92.6 92.7 92.8 92.9
0 0 92.3

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

19,758 20,166 24,157 24,932

9,280 9,628 9,489 10,264

10,478 10,538 14,668 14,668

５

５

３

５

３

５

令
和

6

令
和

7

高齢者の居場所に対する運営支援

高齢者の居場所に対する運営支援

運営助成金　７，５２８千円
子どもとのふれあい活動加算
　　　　　　　　　７９千円
その他　　　１，８８２千円

運営助成金　８，２２６千円
子どもとのふれあい活動加算
　　　　　　　　　９４千円
その他　　　１，９４４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

9,489

2,370

1,186

0

4,744

1,189

1,307

5,131

0

1,283

2,543

10,264

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 継続

　参加者の高齢化等に伴い、居場所の開設数が減少傾向にあるため、これまで居場所に参加したことがない高齢者へのアプローチと活

動の継続支援が必要である。

　より多くの高齢者に居場所活動に参加してもらえるよう、介護予防教室の案内の際にチラシを同封するとともに、ホームページや広

報高松などを活用し、高齢者居場所づくり事業について積極的に周知する。

　また、高松市内３医師会連合会、高松市歯科医師会、医療系大学及び民間事業者との連携事業により、活動内容の充実を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

在宅医療・介護連携推進事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

⑥5- 介護保険法

　医療と介護の両方を必要とする高齢者が安心して暮らせる地域づくりを推進するため、在宅医療従事者等で構成す
る在宅医療介護連携推進会議を開催し、在宅医療と介護サービスを一体的に提供できるよう、情報の共有と連携の強
化に向けた地域の実情に応じたネットワークづくりを推進する。

年度7

（１）地域における在宅医療・介護連携に関する現状分析・課題抽出・施策立案（計画）
（２）地域の在宅医療及び介護サービス事業者等の関係者や地域住民に対する対応策の実施
（３）対応策の評価及び改善の実施

６５歳以上の高齢者

医療と介護が連携することで、安心して在宅で生活できる。

R4 R5 R6 R7
R8

在宅医療介護連携推進会議の開催数 回 0 0 6 6 6

多職種連携構築度評価平均得点 点

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 7 7 7
0 0 6.3

　情報共有や交流が出来る機会を創出するため医療や介護等、
多職種の専門職が参加する研修会等を開催したが、参加者によ
るアンケート結果において、多職種連携構築度の評価平均点は
６．３となり、目標を達成することができなかった。

90.0%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 7 7 7 7
0 0 6.3

0 0 7 7 7 7
0 0 6.3

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

21,651 30,687 33,058 33,104

11,398 12,848 14,762 14,808

10,253 17,839 18,296 18,296

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

（１）地域における在宅医療・介護連携に関する現状分析
・課題抽出・施策立案（計画）
（２）地域の在宅医療及び介護サービス事業者等の関係者
や地域住民に対する対応策の実施
（３）対応策の評価及び改善の実施

（１）地域における在宅医療・介護連携に関する現状分析
・課題抽出・施策立案（計画）
（２）地域の在宅医療及び介護サービス事業者等の関係者
や地域住民に対する対応策の実施
（３）対応策の評価及び改善の実施

委託料　７，６２３千円
在宅医療支援センター運営費
７，１３９千円

委託料　７，３７４千円
在宅医療支援センター運営費
７，４３４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

14,762

5,683

2,842

0

3,395

2,842

2,850

3,407

0

2,850

5,701

14,808

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 90 100
90 継続

　介護保険法に基づいて、地域包括ケアシステムの実現に向け、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築のため、ＰＤＣＡサイ

クルに沿った取組を推進していくに当たり、在宅医療コーディネーターの効果的な活用や将来的なＩＣＴの活用のための情報収集な

ど、国や県等の動向を窺いながら検討を行う必要がある。

　地域包括ケアシステムの構築の推進に当たり、在宅医療・介護連携推進事業は重要な施策の一つであり、在宅医療サービス

と介護サービスを一体的に提供するための、さらなる連携体制が必要である。

　このため、高松市在宅医療介護連携推進会議において課題を検討しながら、医療・介護関係者間の顔の見える関係づくりを推進する

研修会の開催や、現場で活動する在宅医療コーディネーターの質を確保するための方策を実施するなど、引き続き在宅医療・介護連携

推進事業に取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

高齢者見守り事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

⑦5- 老人福祉法　介護保険法

高齢者が地域で安心して暮らし続けられる環境を整備するため、定期的な訪問・配食サービスによる安否確認や、日
常生活の不安を相談できる専用ダイヤルの開設などを行う。また、認知症等行方不明高齢者等の早期発見につなげる
ため、警察や民生委員等で構成する高松市認知症等行方不明高齢者保護ネットワークを活用し、電子メール配信シス
テムの運用により、関係機関や捜索協力員への迅速な情報提供を行う。

年度7

【見守り事業】特別あんしん見守り事業、地域で支えあう見守り協定事業、介護相談専用ダイヤル事業を推進し、地
域における見守り体制を強化する。【認知症等行方不明高齢者家族支援事業】ＧＰＳを普及し電子メール配信等によ
り行方不明高齢者の早期発見・保護に努める。【あんしん通報サービス事業】２４時間３６５日相談できる窓口を開
設する。【配食見守りサービス事業】配食にあわせて、安否確認等を行う。

６５歳以上高齢者

高齢者の在宅における日常生活を支援するとともに、事故の未然防止や早期対応を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

見守り協定に基づく通報件数 件 0 0 72 65 70

配食見守り事業利用者数 人 0 0 1,015 1,000 1,000

見守り協定締結事業者数 事業者

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 101 102
0 0 101

協定事業者数は、事業者の理解もあり増加した。地域の事業所
協力員が熱心に取り組んでおり、民生委員児童委員連盟とも連
携し、見守り体制を充実させた。 101.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 101 102 103
0 0 101

0 0 100 101 102 103
0 0 101

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

64,943 61,808 59,285 61,181

54,465 51,270 51,565 53,461

10,478 10,538 13,113 12,637

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

【見守り事業】特別あんしん見守り事業、地域で支えあう
見守り協定事業、介護相談専用ダイヤル事業を推進し、地
域における見守り体制を強化する。【認知症等行方不明高
齢者家族支援事業】ＧＰＳを普及し電子メール配信等によ
り行方不明高齢者の早期発見・保護に努める。【あんしん
通報サービス事業】２４時間３６５日相談できる窓口を開
設する。【配食見守りサービス事業】配食にあわせて、安
否確認等を行う。

【見守り事業】特別あんしん見守り事業、地域で支えあう
見守り協定事業、介護相談専用ダイヤル事業を推進し、地
域における見守り体制を強化する。【認知症等行方不明高
齢者家族支援事業】ＧＰＳを普及し電子メール配信等によ
り行方不明高齢者の早期発見・保護に努める。【あんしん
通報サービス事業】２４時間３６５日相談できる窓口を開
設する。【配食見守りサービス事業】配食にあわせて、安
否確認等を行う。

見守り事業費
　　　　　　６，１０１千円
認知症等行方不明高齢者家族
支援事業費
　　　　　　　　４５３千円
あんしん通報サービス事業費
　　　　　３２，３５７千円
配食見守りサービス事業費
　　　　　１２，６５４千円

見守り事業費
　　　　　　７，４６０千円
認知症等行方不明高齢者家族
支援事業費
　　　　　　　　９９０千円
あんしん通報サービス事業費
　　　　　３１，８４４千円
配食見守りサービス事業費
　　　　　１３，１６７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

51,565

17,399

8,699

0

10,399

15,068

15,654

10,776

0

9,009

18,022

53,461

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 改善

特別あんしん見守り事業では、老人介護支援センター等の見守り訪問員により、効果的な安否確認や相談等ができている。あんしん通

報サービス事業は、施設入所等により利用者が減少、配食見守り事業については、利用者数が増加した。

複合的に事業に取り組むことで、見守り体制の充実に取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

高齢者住宅等安心確保事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市高齢者住宅等安心確保事業実施要綱

高齢者の安否確認や生活相談等を実施するための計画づくりを行い，高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）への
生活援助員の派遣や関係機関等との連携および各種資源を活用することにより，高齢者の安心を確保する。また、毎
年１回、高齢者住宅等安心確保連絡協議会を開催し、生活援助員の質の向上に努めている。

年度7

高齢者の安否確認や生活相談等を実施するための計画づくりを行い、高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）への
生活援助員の派遣や関係機関等との連携及び各種資源を活用することにより、高齢者の安心を確保する。

シルバーハウジングの入居者

シルバーハウジングの入居者が、自立して安全かつ快適な生活を営むことができる。

R4 R5 R6 R7
R8

生活援助員勤務日数 日 0 0 896 904 896

生活援助員への相談件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6,500 6,500 6,500
0 0 6,002

生活援助員による入居者への生活相談等を実施することにより
、入居高齢者の安心を確保することができた。

92.3%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 6500 6500 6500 6500
0 0 6002

0 0 6500 6500 6500 6500
0 0 6002

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

20,346 20,524 19,237 19,516

8,372 8,481 6,885 7,164

11,974 12,043 12,352 12,352

５

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

高齢者の安否確認や生活相談等を実施するための計画づく
りを行い、高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）への
生活援助員の派遣や関係機関等との連携及び各種資源を活
用することにより、高齢者の安心を確保する。

高齢者の安否確認や生活相談等を実施するための計画づく
りを行い、高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）への
生活援助員の派遣や関係機関等との連携及び各種資源を活
用することにより、高齢者の安心を確保する。

・高齢者住宅等安心確保事業
委託料
　生活援助員常駐（平日の日
中）：社会福祉法人
　緊急通報装置対応：警備保
障会社
・通信費（切手代）

・高齢者住宅等安心確保事業
委託料
　生活援助員常駐（平日の日
中）：社会福祉法人 ※令和
６年度から時間を短縮（８Ｈ
６Ｈ）→

　緊急通報装置対応：警備保
障会社
・通信費（切手代）

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,885

2,560

1,280

0

1,765

1,280

1,594

1,571

0

1,333

2,666

7,164

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 88 100
88 継続

高齢者世話付住宅へ生活援助員を派遣し、日常生活の相談・指導、安否確認、緊急時の対応等のサービスを入居者に提供することによ

り、高齢の入居者が自立して安全かつ快適に生活できる場を確保することができた。

地域包括ケアの観点から、高齢者の住宅を確保し、生活を支援する必要があるため、今後とも効果的な事業の実施に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

軽費老人ホーム事務費補助事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

軽費老人ホームの利用料等に係る取扱指針に

社会福祉法人に対し、軽費老人ホームを運営するために必要な職員の給料、修繕費、委託料等の一部を補助する。

年度7

社会福祉法人に対し、軽費老人ホームを運営するために必要な職員の給料、修繕費、委託料等を対象経費の一部を補
助する。

軽費老人ホームの入所者及び入所希望者

自立した日常生活を営むことについて不安を抱える高齢者が、収入に応じた低額な料金で、施設を利用でき
るようにすること。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金を交付した施設数 施設 0 0 12 12 12

入所者実数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 536 536 536
0 0 512

軽費老人ホームを運営している全施設に対して補助金を交付す
ることにより、入所者が収入に応じた低額な料金で施設を利用
できたことなどから、目標を概ね達成できた。 95.5%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 536 536 536 536
0 0 512

0 0 536 536 536 536
0 0 512

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

211,329 211,720 216,094 217,637

199,355 199,677 202,970 204,513

11,974 12,043 13,124 13,124

５

３

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

社会福祉法人に対し、軽費老人ホームを運営するために必
要な職員の給料、修繕費、委託料等を対象経費の一部を補
助する。

社会福祉法人に対し、軽費老人ホームを運営するために必
要な職員の給料、修繕費、委託料等を対象経費の一部を補
助する。

補助額＝サービスに提供に要
する費用－本人からの徴収

補助額＝サービスに提供に要
する費用－本人からの徴収

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

202,970

0

0

0

0

202,970

204,513

0

0

0

0

204,513

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 88 100
88 継続

軽費老人ホームの運営に要する経費の一部を補助することで、自立した生活を営むことに不安のある高齢者が、収入に応じた低額な料

金で利用できる施設を確保することができた。

運営補助については、他自治体の動向等を勘案しながら適切な水準を維持し、効果的な事業の実施に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

老人福祉施設整備支援事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市社会福祉法人助成条例　高松市社会福

（１）社会福祉法人が、老人福祉施設整備のため独立行政法人福祉医療機構から借入した償還に伴う利子に対し、高
松市社会福祉法人助成条例に基づいた利率にて算出された額を同法人へ補助する。
（２）老人福祉施設の整備等に対して、高松市老人福祉施設整備費補助金交付要綱等に基づき算出された額を補助す
る。

年度7

老人福祉施設の整備等に対して、高松市老人福祉施設整備費補助金交付要綱等に基づき算出された額を補助する。

老人福祉施設を設置する社会福祉法人

老人福祉施設の整備を促進し、入所者の生活環境の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

施設整備の募集・補助金の希望調査を行った回数 回 0 0 3 1 2

補助金により整備・改修が行われた老人福祉
施設数 施設

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3 1 2
0 0 2

各補助事業について希望調査を通じて周知を図ったが、制度を
活用して整備回収を希望する施設はなく、目標を達成すること
はできなかった。 66.7%

点23

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3 1 2 1
0 0 2

0 0 3 1 2 1
0 0 2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,862 222,238 13,481 13,237

2,139 209,442 357 113

12,723 12,796 13,124 13,124

５

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

（１）社会福祉法人が、老人福祉施設整備のため独立行政
法人福祉医療機構から借入した償還に伴う利子に対し、高
松市社会福祉法人助成条例に基づいた利率にて算出された
額を同法人へ補助する。令和６年度をもって補助廃止。
（２）老人福祉施設の整備等に対して、高松市老人福祉施
設整備費補助金交付要綱等に基づき算出された額を補助す
る。

老人福祉施設の整備等に対して、高松市老人福祉施設整備
費補助金交付要綱等に基づき算出された額を補助する。

（１）年２％以内の利率。合
併町分については、合併町が
行っていた利子補給率（金額
）を適用する。令和６年度を
もって補助廃止
（２）高松市老人福祉施設整
備費補助金交付要綱等に定め
る額

高松市老人福祉施設整備費補
助金交付要綱等に定める額

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

357

0

0

0

0

357

113

0

0

0

0

113

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ｂ 70 100
70 継続

老人福祉施設整備に要する費用について、社会福祉法人に対し、補助金及び利子補給金を交付することにより、老人福祉施設の整備が

促進され、入所者の生活の場を確保する効果があった。

（１）平成１５年４月１日に社会福祉法人助成条例施行規則を改正し、新規事業分については廃止しており、令和６年度をもって償還

が終了したため、本事業のうち利子に対する補助は廃止となった。

（２）高齢者保健福祉計画に沿った施設整備を進めるため、今後とも効果的な事業の実施に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

瓦町健康ステーション事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市瓦町健康ステーションにおいて、市民の「健康づくり」や「生きがいづくり」の事業を推進し、福祉の増進を
図る。

年度7

瓦町ＦＬＡＧ８階ＩＫＯＤＥ瓦町に設置している高松市瓦町健康ステーションの運営を行う。

高松市に居住する人

市民の健康づくりの場として、誰もが利用しやすい環境を整える。

R4 R5 R6 R7
R8

瓦町健康ステーションの開館日数 日 0 0 358 358 358

瓦町健康ステーションの年間来場者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 50,000 51,000 52,000
0 0 30,199

周辺施設のリニューアルや各年行事の開催がなかったことによ
り年間利用者数は減少し、目標達成できなかった。

60.4%

点21

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 50000 51000 52000 53000
0 0 30199

0 0 50000 51000 52000 53000
0 0 30199

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

29,222 31,205 36,822 37,755

26,228 28,194 33,734 34,667

2,994 3,011 3,088 3,088

５

３

３

３

１

１

令
和

6

令
和

7

瓦町ＦＬＡＧ８階ＩＫＯＤＥ瓦町に設置している高松市瓦
町健康ステーションの運営を行う。

瓦町ＦＬＡＧ８階ＩＫＯＤＥ瓦町に設置している高松市瓦
町健康ステーションの運営を行う。

人件費　２６，２６０千円
報償費　　　　５１０千円
委託料　　２，５４０千円
使用料　　　　７０４千円
その他　　３，７２１千円

人件費　２６，９７１千円
報償費　　　　５４８千円
委託料　　２，６１４千円
使用料　　　　７９０千円
その他　　３，７４４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

33,734

6,211

3,122

0

13,132

11,269

11,241

13,841

0

3,213

6,372

34,667

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

検討の余地がある

業

業

Ｃ 58 100
58 改善

利用者数が減少傾向にあることから、減少理由の分析を行うとともに、引き続き、各種講座等健康ステーション事業を実施する必要が

ある。

今後も、公共交通機関の結節点の機能を生かしながら、健康づくりのための講座などを充実させていくことで、利用者の増加を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

敬老事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

老人福祉法

敬老の日前後に、各地域で長寿をお祝いする催しを開催する。１００歳及び市内男女最高齢の方へ祝品、８８歳の方
へ祝品と市長直筆のメッセージカードを贈呈する。

年度7

８８歳、１００歳及び男女最高齢者へ祝品を贈呈する。

高齢者等

敬老祝品を贈呈することにより、高齢者の長寿と健康を祝うとともに、高齢者に対する敬意の意を表す。

R4 R5 R6 R7
R8

敬老祝品贈呈件数 件 0 0 2,693 2,602 2,800

４４地域のうち敬老事業を実施した地域の割
合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

全地域で記念品等を配布しており、目標を達成できた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

17,274 18,045 20,960 19,114

9,790 10,518 11,696 9,850

7,484 7,527 9,264 9,264

５

３

５

５

３

１

令
和

6

令
和

7

８８歳、１００歳及び男女最高齢者へ祝品を贈呈する。

８８歳、１００歳及び男女最高齢者へ祝品を贈呈する。

祝品　　１１，６１０千円
敬老会　　　　　８６千円

祝品　　　９，７６３千円
敬老会　　　　　８７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

11,696

0

0

0

0

11,696

9,850

0

0

0

0

9,850

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

検討の余地がある

Ａ 92 100
92 継続

令和２年度より８８歳、９９歳への敬老祝金を廃止し、１００歳及び市内男女最高齢の方へ祝品を、８８歳の方に祝品と市長直筆のメ

ッセージカードを贈呈した。また、各地域で実施の敬老事業対象者は、増加傾向となった。対象者の増加により経費の増加や、支援者

不足が課題である。

高齢者の増加に伴う事業費の増加及び平均寿命の延長を踏まえ、将来的に敬老事業の在り方をを検討する必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

在宅高齢者家族支援事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市高齢者短期入所事業実施要綱、高松市

在宅で高齢者を介護している方に、各種サービス（老人短期入所事業・介護見舞金支給事業）の提供をし、高齢者の
住み慣れた在宅での生活を支援する。

年度7

在宅で高齢者を介護している方に、各種サービス（老人短期入所事業、介護見舞金支給事業）の提供をし、高齢者の
住み慣れた在宅での生活を支援する。

介護保険要介護認定者

高齢者の保健衛生の向上と家族の介護の軽減を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

在宅寝たきり高齢者等介護見舞金支給人数 人 0 0 724 744 760

在宅認定者率（要介護４、５） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 55 55 55
0 0 56.9

介護者に対する日常生活の負担軽減を図り、在宅での生活を支
援したため、目標を概ね達成できた。

103.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 55 55 55 55
0 0 56.9

0 0 55 55 55 55
0 0 56.9

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

60,245 59,815 59,914 59,999

45,277 44,761 42,930 44,559

14,968 15,054 16,984 15,440

５

３

５

５

１

５

令
和

6

令
和

7

在宅で高齢者を介護している方に、各種サービス（老人短
期入所事業、介護見舞金支給事業）の提供をし、高齢者の
住み慣れた在宅での生活を支援する。

在宅で高齢者を介護している方に、各種サービス（老人短
期入所事業、介護見舞金支給事業）の提供をし、高齢者の
住み慣れた在宅での生活を支援する。

短期入所　　　　
　　　　　　４，３４４千円
介護見舞金　
　　　　　３８，５８６千円

短期入所　　　
　　　　　　４，３８３千円
介護見舞金　
　　　　　４０，１７６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

42,930

0

0

0

0

42,930

44,559

0

0

0

0

44,559

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

現状が望ましい

Ａ 94 100
94 継続

老人短期入所事業、介護見舞金支給事業ともに要件を的確につかみ、適正な実施に努めた。

在宅寝たきり高齢者等介護見舞金については、必要に応じて改善案を検討する必要がある。短期入所事業については、利用日数期間内

に在宅支援準備を整えられるよう支援体制を検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

寝たきり高齢者等支援事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市寝たきり高齢者等紙おむつ給付事業実

寝たきり又は認知症等の高齢者に紙おむつを定期的に対象者宅に配布する。

年度7

寝たきり又は認知症等の高齢者に紙おむつを定期的に対象者宅に配布する。

寝たきり等の高齢者

日常生活上の不安を和らげ、在宅での生活を支援する。

R4 R5 R6 R7
R8

紙おむつ給付登録者数 人 0 0 2,212 1,977 1,997

紙おむつ給付延べ件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 23,763 24,925 26,047
0 0 23,232

紙おむつの給付により、在宅高齢者の日常生活を支援したため
、概ね目標を達成できた。

97.8%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 23763 24925 26047 27219
0 0 23232

0 0 23763 24925 26047 27219
0 0 23232

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

96,565 106,015 111,754 134,095

89,081 98,488 102,490 124,831

7,484 7,527 9,264 9,264

５

５

５

５

１

１

令
和

6

令
和

7

寝たきり又は認知症等の高齢者に紙おむつを定期的に対象
者宅に配布する。

寝たきり又は認知症等の高齢者に紙おむつを定期的に対象
者宅に配布する。

紙おむつ　
　　　　１０２，４９０千円

紙おむつ　
　　　　１２４，８３１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

102,490

0

0

0

102,490

0

0

124,831

0

0

0

124,831

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

検討の余地がある

Ａ 90 100
90 継続

紙おむつ給付事業について、運送業界のドライバー不足に対応するため、配達方法の見直しを行い、迅速で正確な配達を継続した。年

々紙おむつの給付対象者が増加しており、新たな給付内容の見直しを検討する。

紙おむつの給付対象者が増加すると供に事業費も年々増加しており、新たな給付内容の見直しを検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

軽度生活援助事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市軽度生活援助事業実施要綱

在宅の一人暮らし高齢者等に対し生活を支援する者を派遣し、軽易な日常生活上の援助を行うことにより、自立した
生活の継続を可能にするとともに、要介護状態への進行を防止することを目的とする。事業は、公益社団法人高松市
シルバー人材センターに委託して実施する。

年度7

シルバー人材センターに委託し６５歳以上の一人暮らし高齢者の軽易な日常生活上の援助を行う。市は利用者の利用
時間に基づいて、委託料として、委託先の高松市シルバー人材センターに支払う。

６５歳以上の一人暮らしの高齢者等

自立した生活の継続を可能にするとともに、要介護状態への進行を防止することを目的とする。

R4 R5 R6 R7
R8

軽度生活援助事業登録者数 件 0 0 1,525 1,600 1,600

軽度生活援助利用率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 18 19 20
0 0 17.5

委託先の援助員数の減少等により、一部で利用までに待機者が
発生しており、利用率が減少傾向にある。

97.2%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 18 19 20 20
0 0 17.5

0 0 18 19 20 20
0 0 17.5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

22,106 23,250 22,396 25,600

19,112 20,239 19,308 22,512

2,994 3,011 3,088 3,088

５

３

５

５

３

１

令
和

6

令
和

7

シルバー人材センターに委託し６５歳以上の一人暮らし高
齢者の軽易な日常生活上の援助を行う。市は利用者の利用
時間に基づいて、委託料として、委託先の高松市シルバー
人材センターに支払う。

シルバー人材センターに委託し６５歳以上の一人暮らし高
齢者の軽易な日常生活上の援助を行う。市は利用者の利用
時間に基づいて、委託料として、委託先の高松市シルバー
人材センターに支払う。

１人当たり月２回で１回につ
き３時間まで又は月３回で１
回につき２時間まで。
委託料１時間当たり、
生活保護世帯１，１０４円
その他の世帯　　７５４円

１人当たり月２回で１回につ
き３時間まで又は月３回で１
回につき２時間まで。
委託料１時間当たり、
生活保護世帯１，１６４円
その他の世帯　　８１４円
振込手数料相当額　１件当た
り　１７１円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

19,308

0

0

0

0

19,308

22,512

0

0

0

0

22,512

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

検討の余地がある

Ａ 90 100
90 改善

自立した生活の継続を可能とするとともに要介護状態への進行を予防している。

高齢者が経験と知識を生かし、生きがいを持って就業できるため、シルバー人材センターに委託しているが、今後、総合事業への移行

や、利用者の利便性、受益者負担を考慮しながらサービス内容や利用料などの検討が必要である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

高齢者福祉タクシー助成事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市高齢者福祉タクシー助成事業要綱

　外出することが難しい在宅の高齢者からの申請により、年度内有効のタクシー助成券１５枚を交付することにより
、外出支援を図ることを目的とする。

年度7

外出が困難な高齢者の外出支援のためタクシー券を給付する。

外出することが難しい在宅で生活している高齢者で、要介護１～５の認定を受けている・本人及び配偶者の
市民税が非課税である・一人暮らしまたは高齢者のみの世帯である等の要件を満たす者

外出することが難しい、在宅で生活している高齢者の外出を支援する。

R4 R5 R6 R7
R8

タクシー助成券交付者数 人 0 0 2,183 2,124 2,130

タクシー助成券利用率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 50 50 50
0 0 44.5

制度利用の周知を図ることで、概ね目標を達成することができ
た。

89.0%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 50 50 50 50
0 0 44.5

0 0 50 50 50 50
0 0 44.5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

12,707 14,421 18,496 19,219

8,965 10,657 10,776 11,499

3,742 3,764 7,720 7,720

５

５

５

５

１

５

令
和

6

令
和

7

外出が困難な高齢者の外出支援のためタクシー券を給付す
る。

外出が困難な高齢者の外出支援のためタクシー券を給付す
る。

扶助費　　１０，６２６千円
その他　　　　　１５０千円

扶助費　　１１，２６６千円
その他　　　　　２３３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

10,776

0

0

0

0

10,776

11,499

0

0

0

0

11,499

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

現状が望ましい

Ａ 88 100
88 継続

高齢者の外出支援に、タクシー助成券は一定の役割を果たしている。昨年度に比べ利用人数は増加している。

引き続き、高齢者の外出支援、移動支援を公共交通の状況や、各地区の状況を踏まえ支援、検討をしていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

老人クラブ活動助成事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

老人福祉法

老人クラブが行う活動事業を補助する。

年度7

多年にわたり老人クラブ活動を積極的に推進したと認められ、高松市長感謝状贈呈該当者推薦基準を満たす者に対し
て、感謝状等を贈呈する。
高松市内の単位老人クラブが行う活動事業費の一部や単位老人クラブをサポート等する高松市老人クラブ連合会事務
局の運営費及び活動費の一部を補助する。

市内居住６０歳以上の高齢者

高齢者ができる限り自立し、生きがいを持ち、安心して暮らせるようにする。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付件数（単位クラブ） 件 0 0 216 225 225

老人クラブ会員数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 11,200 11,200 11,200
0 0 10,457

後継者不足等により、一部の老人クラブが解散したため、単位
クラブ数、会員数は減少した。今後、地域の未加入高齢者に対
して、老人クラブの活動内容を周知し、より一層、会員数の増
加促進を行っていく必要がある。

93.4%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 11200 11200 11200 11200
0 0 10457

0 0 11200 11200 11200 11200
0 0 10457

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

30,811 29,825 28,815 30,224

25,572 24,556 23,411 24,820

5,239 5,269 5,404 5,404

５

３

３

３

５

３

令
和

6

令
和

7

多年にわたり老人クラブ活動を積極的に推進したと認めら
れ、高松市長感謝状贈呈該当者推薦基準を満たす者に対し
て、感謝状等を贈呈する。
高松市内の単位老人クラブが行う活動事業費の一部や単位
老人クラブをサポート等する高松市老人クラブ連合会事務
局の運営費及び活動費の一部を補助する。

多年にわたり老人クラブ活動を積極的に推進したと認めら
れ、高松市長感謝状贈呈該当者推薦基準を満たす者に対し
て、感謝状等を贈呈する。
高松市内の単位老人クラブが行う活動事業費の一部や単位
老人クラブをサポート等する高松市老人クラブ連合会事務
局の運営費及び活動費の一部を補助する。

功労者記念品購入費　５千円
功労者丸筒等購入費　２千円
功労者感謝状筆耕料１８千円
単位老人クラブ活動助成金等
　　　　　２３，３８８千円

功労者記念品購入費１０千円
功労者丸筒等購入費　３千円
功労者感謝状筆耕料３６千円
単位老人クラブ活動助成金等
　　　　　２４，７７１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

23,411

6,282

0

0

0

17,129

18,253

0

0

0

6,567

24,820

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 88 100
88 継続

後継者不足等により、単位クラブが解散するなど、クラブ数、会員数ともに減少したため、再度単位クラブの立ち上げを促すなど、働

きかけが必要である。

高松市老人クラブ連合会とも連携しながら、老人クラブの活性化に向けた支援に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

シルバー人材センター運営補助事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

シルバー人材センター運営補助金交付要綱

市内に居住する６０歳以上の正会員と学識経験者等の特別会員及び事業主体等の賛助会員の自主運営により、高齢者
の就業機会を増大させ、生きがいづくりと社会活動への参加を促進する。

年度7

市内に居住する６０歳以上の正会員と、学識経験者等の特別会員及び事業主体等の賛助会員の自主運営により、高齢
者の就業機会を増大させ、生きがいづくりと社会活動への参加を促進する。

市内に居住する６０歳以上の高齢者

高齢者の就業機会を増大させ、生きがいづくりと社会活動への参加を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付件数 件 0 0 1 1 1

シルバー人材センター会員数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,340 1,340 1,340
0 0 1,325

継続雇用制度の浸透や会員の高齢化などにより会員数が減少し
たため、目標を達成できなかった。

98.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1340 1340 1340 1340
0 0 1325

0 0 1340 1340 1340 1340
0 0 1325

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

19,117 19,137 19,188 19,288

16,872 16,879 16,872 16,972

2,245 2,258 2,316 2,316

５

３

３

３

５

５

令
和

6

令
和

7

市内に居住する６０歳以上の正会員と、学識経験者等の特
別会員及び事業主体等の賛助会員の自主運営により、高齢
者の就業機会を増大させ、生きがいづくりと社会活動への
参加を促進する。

市内に居住する６０歳以上の正会員と、学識経験者等の特
別会員及び事業主体等の賛助会員の自主運営により、高齢
者の就業機会を増大させ、生きがいづくりと社会活動への
参加を促進する。

施設修繕料　０千円
香川県シルバー人材センター
連合会賛助会員会費　
３口×１０千円
全国シルバー人材センター事
業協会賛助会員会費
５口×１０千円
シルバー人材センター運営補
助金１６，７９２千円

施設修繕料　１００千円
香川県シルバー人材センター
連合会賛助会員会費　
３口×１０千円
全国シルバー人材センター事
業協会賛助会員会費
５口×１０千円
シルバー人材センター運営補
助金１６，７９２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

16,872

0

0

0

0

16,872

16,972

0

0

0

0

16,972

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

業

Ａ 94 100
94 継続

シルバー人材センターについての事業内容をより広く知ってもらえるよう広報活動を支援する。高齢者の生きがいづくりや就労機会が

多様化していることもあり、会員数の減少が続いている。

引き続き、シルバー人材センターについての事業内容を、より広く知ってもらえるよう広報活動を支援する。また、実績報告等を精査

し、補助金の適正執行に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

高齢者福祉施策推進事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

社会福祉法・高松市社会福祉審議会条例・老

高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施するとともに、高齢者福祉サービスについて広く周知する。

年度7

　第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施するとともに、高齢者福祉サービスについて広く周知
す
る。
　さらに次期計画策定のための基礎調査を行う。

６５歳以上の高齢者

高齢者が住み慣れた地域社会で、健康で生きがいを持って生活を送ることができるようにする。

R4 R5 R6 R7
R8

高齢者向けガイドブック発行部数 部 0 0 30,000 30,000 30,000

高齢者向けガイドブック配布部数 部

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 28,500 29,000 29,500
0 0 29,209

高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施するとと
もに高齢者福祉サービスについて広く周知し、目標を達成でき
た。 102.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 28500 29000 29500 30000
0 0 29209

0 0 28500 29000 29500 30000
0 0 29209

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

58,255 54,278 60,790 65,674

34,306 30,192 36,086 40,970

23,949 24,086 24,704 24,704

５

５

５

５

３

１

令
和

6

令
和

7

　第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を
実施するとともに、高齢者福祉サービスについて広く周知
す
る。

　第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を
実施するとともに、高齢者福祉サービスについて広く周知
す
る。
　さらに次期計画策定のための基礎調査を行う。

通信運搬費、運営協議会委員
報酬費、事務費全般

通信運搬費、運営協議会委員
報酬費、委託料、事務費全般

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

36,086

0

0

0

144

35,942

39,665

1,305

0

0

0

40,970

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

検討の余地がある

Ａ 94 100
94 継続

　第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施するとともに、高齢者福祉サービスについて広く周知した。

　令和７年度は、第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施するとともに、次期計画策定のための基礎調査を行う。

　また、市政出前ふれあいトークや高齢者のためのあんしんガイドブックの配布、高齢者の居場所づくり事業などの様々な機会を活用

し、市民への周知も継続して行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4


